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La Scuola di Shitamachi
Workshop-type University on an abolished Industrial Canal
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The university was originally place for open discussion but, nevertheless, present universities are closed 
and far apart from the town life. This building project on an abolished canal in a craftsmen's town proposes 
a new type of university as local open facility that lives together with the community. This "Scuola" will be 
the new core inheriting the Shitamachi culture and industry once developed along the canal.
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１. はじめに　
　塀に囲まれ、都市と分断された大学のキャンパス。
経済効率を求めた結果、ただひたすらに床が積層され
たオフィスビル型の大学校舎。このような今日の日本
の大学の姿は、 学堂として相応しいとは感じられな
い。
　大学は都市の一部として存在するべきであるにも関
わらず、周辺の街との関わりがなく、学生の活動まで
をも閉じ込めている大学が多いのではないか。
　管理過剰で都市に対して閉じられた大学が増えてい
く中で、地域に根付き、街と共存共栄する地域施設と
しての大学を計画することで、都市と大学の在り方に
ついて考える。
２. 設計要旨
（１）敷地
　墨田区と江東区の区境が中心に通る、五間堀川と六
間堀川が埋め立てられて出来た Y 字型の街区を対象
敷地とする。かつて川から資材の運用をしていたこの
場所は地域の中心であり、周辺へと産業をもたらした
場所である。このポテンシャルを活かし、地域の中心
施設としての大学の空間を計画する。
（２）プログラム
『墨東産業大学』
　水と共に産業や文化が発展した墨田・墨東の地域も
今では産業の衰退が徐々に進行している。日本のもの
づくりを支えるためにも、下町ならではのものづくり
の精神が根付くこの地域の産業を守ることは今後重要
になってくるであろう。そこで、衰退化しつつある墨
田・江東の産業を継承していく大学として『墨東産業
大学』を提案する。内部の機能は、主に伝統工芸を作
る工房や金属加工や材料工学などを行う実験室で構成
される。
　また、文部科学省でも推し進めている産学連携の制
度を取り入れ、敷地周辺及び墨田区と江東区の中小企
業との連携を図る。産学連携を行うことで、大学と企
業の間で技術提供や共同開発、人材育成などの連携が
可能になり、 地域住民や企業など街に対して働きか
け、様々な立場の人々の間で交流が起こる大学の空間
が生まれる。
　文部科学省の活動と共に、墨田区、江東区の両区も
産学連携や中小企業への支援に力を入れていることか
らも、この両区を跨る場所に建つ大学施設の存在は産
業技術の継承に役割を果たせるのではないだろうか。
（３）計画
・構成
　河川の記憶から『大学街路』を構成する。（図１）
a) かつての河川の軸、現在の墨田区と江東区の区界
を軸に道を通す。この道は大学の廊下であり、街の街
路でもある『大学街路』となる。
b)『大学街路』の両側には工房が並び、３本の軸の交
差点にはホール・食堂・図書館など地域と大学の共用
施設が集まる。
c) 『大学街路』からアルコーブを派生させ、流動的な
動線の中に人の溜まり場をつくる。アルコーブは工房
の半屋外活動の場ともなる。
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c) 外部の街路に対してもアルコーブや抜け道を設け、
周辺街路を引き込み、『大学街路』と街の街路が交差
していく。
e) 『大学街路』はスロープ状で構成される。スロープ
状にすることで地上から道が派生し、上下に工房が点
在する。スロープを歩いていくと、工房の内部や学生
の活動、地域の風景が見え、大学全体が産業のショー
ルームと化す。
・学習環境の事例と提案
　『パタン・ランゲージ』の「師匠と弟子」の項目に
おいて『基本的な学習環境とは、その道の達人の助手
を勤めながら学ぶという状況である。』と述べられて
いる。著者 C・アレグザンダーはこのパタンの例とし
てオレゴン大学の例を挙げ、実際に教授の監督下にい
くつかの研究室を配置し構成している。
　そこで、かつての大学の原型であった教師と学生が
知的時間を共有している空間を再考する。工房に対し
て教授室と研究室を平面的、断面的につなげる。内部
の通路から派生したアルコーブと外部の街路から派生
したアルコーブによって、廊下でつながれたひとつの
まとまりを持った研究室を作り出す。　　
　従来の教授と学生が離れた学習環境から、本来の学
生と教授が時間を共にする際に生まれた大学の原初の
空間に近い学習環境を提案する。
３. おわりに
　大学の原初となる空間は教師と学生が知的時間を共
有する間だけ立ち現れるものであり、それが次第に特
定の場に定着し、街路の両側に大学の施設や教師・学
生の住居が展開していった。大学の発展の歴史を振り
返ると、大学は都市の一部として、都市は大学の一部
として、共に発展してきたことが分かる。
　本設計では、大学の空間を『大学街路』という道か
ら考え、周辺街路と交差する動線計画や周辺企業との
産学連携の制度を取り込むことで、地域の産業振興を
目的とした都市と共存共栄する大学の空間を提案し
た。
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『大学街路』からアルコーブを派生させる。 周辺街路を引き込み『大学街路』と交差する。
図１　『大学街路』の構成
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